
取扱説明書

2426/ASA-01
電気ドリップケトル

品番/品名

お名前

ご住所

店 名 住 所

※ご購入日が証明できる
   ものを添付してください。

TEL

お電話

お買い上げ日から　６ヶ月

年　　　月　　　日購入日

販売店

保証期間

お 

客 

様 

情 

報

2426 / ASA-01 / 電気ドリップケトル

保証規定
本製品は、製品保証期間内において、正常な状態·状況でご使用の場合に限り品質を保証いたします。万が一、
商品に不良故障がありましたときには、交換対応させて頂きますので、 その際には弊社もしくは販売店ま
でご連絡ください。
 ●下記の条件にあてはまる場合には保証が無効になる可能性があります。 
1 保証書をご提示いただけない場合。
2 所定の項目をご記入いただけない場合、字句を書き換えた場合。 
3 故障の原因が取扱い上の不注意、故意によるものの場合。
4 天変地異、その他あらゆる外部要因による故障、損傷。 
5 通常使用の範囲を超える状況での使用による故障、損傷。 
●お客様ご自身による改造 · 修理が行われていると判断した場合は、保証期間内でも返品・ 交換はお受け
できかねます。 
●本保証は、当該製品単体の保証を意味し、製品の故障や不具合により誘発される全ての損害 ( 営業損失、
運賃、諸経費等 ) は、保証対象に含みません。
●本保証書によってお客様の法律上の権利を制限するものではありません。 
●保証書は再発行いたしませんので、大切に保管してください。
●本保証書は日本国内のみで有効です。(This warranty is valid only in Japan)

※この保証書によって保証書を発行している者 ( 保証責任者 )、およびそれ以外の事業者に対するお客様の法律上の権利を
　制限するものではありません。

〈輸入販売元〉　株式会社 東亜産業 
お電話で問い合わせはこちら

お客様相談センター▶▶▶　0120-910-951
受付時間　9：00～18:00　月～金（土・日・祝日及び弊社の休業日を除く）

品　　　　  番

電　　　  　源

サ  　イ　  ズ

ケ ー ブ ル 長

材　　　　  質

保　護　機　能

2426/ASA-01

AC100V 50/60Hz

約 縦（H）20×横（W）27.5×奥行き（D）14.5  cm

約 70cm

ステンレス鋼材、ABS樹脂

空焚き防止、過熱防止

品　　　　名

質 　   量

消  費  電  力

定  格  容  量

電気ドリップケトル

約 632g

780W

0.8ℓ

安全上のご注意

各部名称

主な仕様

故障かな？と思ったら

使用方法 使用方法 使い終わったら

お手入れのしかた

必ずお守りください

保証書

●ご使用前に、この「安全上のご注意」をよくお読みの上、正しくお使いください。 
●ここに示した注意事項は、製品を正しく安全にお使いいただき、お使いになる人や他の人々への危害や
　財産の損害を未然に防ぐためのものです。必ずお守りください。
●注意事項は次のように区分しています。

表示の説明 図記号の説明

警告

注意
禁止

指示

「取り扱いを誤った場合、使用者が死亡
または重傷*1を負うことが想定され
ること」を示します。

　は、禁止（してはいけないこと）を示します。
具体的な禁止内容は、図記号の中や近くに絵や
文章で示します。

　は、指示する行為の強制（必ずすること)を示
します。具体的な指示内容は、図記号の中や近く
に絵や文章で示します。

「取り扱いを誤った場合、使用者が傷害*2
を負うことが想定されるか、または物的
損害*3の発生が想定されること」を示し
ます。

*1 :

*2:

*3:

重傷とは、失明やけが、やけど（高温・低温）、感電、骨折、
中毒などで、後遺症が残るものおよび治療に入院・長期
の通院を要するものをさします。
傷害とは、治療に入院や長期の通院を要さない、けが、
やけど、感電などをさします。
物的損害とは、家屋・家財および家畜・ペットなどにか
かわる拡大損害をさします。

家庭用

本製品は家庭用です。業務用または一般家庭以外で
の使用や取扱説明書の指示に反する使用について、
弊社は一切の製造責任と保証の責任を負いかねます。

警告 電源・電源コードについて

警告 お取り扱いについて

注意 電源・電源コードについて

注意 お取り扱いについて

コンセントや配線器具の定格を超える使い方や、AC100V以外での使用はしない
他の機器と併用すると、発熱による火災や故障の原因になります。延長コードも単独でお使いください。

電源プラグは根本まで確実に差し込む
差し込みが不完全な場合、感電・発熱による火災の原因になります。
傷んだ電源プラグ・コンセントは使わないでください。

使用中、電源プラグや電源コードが異常に熱くなるときは、直ちに使用を中止する
そのまま使うと、ショートや発火するおそれがあります。

異常が生じた場合は直ちに使用を中止し、電源プラグを抜く
そのまま使うと、ショートや発火するおそれがあります。

ぬれた手で、電源プラグの抜き差しはしない
感電の原因になります。

電源プラグや電源コードを破損するようなことはしない
傷つけたり、加工したり、熱器具に近づけたり、無理に曲げたり、ねじったり、ひっぱったり、重い物を載せたり、
束ねたりしないでください。傷んだまま使うと、感電・ショート・火災の原因になります。

指示を守る

指示を守る

電源コードが傷んだり、コンセントの差し込みが緩いときは使用しない
そのまま使うと、感電・ショート・火災の原因になります。

コンセントに電源プラグを差し込んでいるときは、電源コードをひっかけないよう気を付ける
本体が落下し、やけどやけがをするおそれがあります。

湯沸かし中は、お湯を注がない
お湯が流れ出たり、蒸気でやけどをするおそれがあります。

専用の電気プレート以外は使わない。また、付属の電気プレートを他の機器に使用しない
発火・故障の原因になります。

電気プレート中央の接続部（金属部）にピンを差し込んだり、ゴミを付着させない
感電・ショート・発火の原因になります。

湯沸かし中または湯沸かし直後は、ふたを開けたり、注ぎ口に触れたり、蒸気に手を近づけたりしない
注ぎ口などから熱い蒸気が出て、やけどをするおそれがあります。

ストーブやガスコンロなど熱源のそばや直射日光が当たる場所では使わない
本体のプラスチック部分が熱で損傷し、けがややけどをするおそれがあります。

不安定な場所や、熱に弱い敷物の上、可燃物の近く(カーテンの近くなど)では使わない
火災の原因になったり、けがややけどをするおそれがあります。

食器洗い乾燥機には入れない
故障の原因になります。

瓶やカップなど、水以外のものをケトルの中に入れない
ふきこぼれて、やけどをするおそれがあります。さらに、故障や汚れの原因にもなります。

屋外で使用しない

ふたの湯気吹き出し口には手をかざさない
やけどをするおそれがあります。

使用中および使用直後に取っ手以外の本体および注ぎ口には触れない
やけどをするおそれがあります。

湯沸かし以外の目的で使用しない
発火・故障の原因になります。

湯沸かし中または湯沸かし直後は、ふたを開けたり、注ぎ口に触れたり、蒸気に手を近づけたりしない
注ぎ口などから熱い蒸気が出て、やけどをするおそれがあります。

壁や家具の近くで使わない
蒸気または熱で壁や家具を傷め、変色、変形の原因になります。

絶対に分解したり修理・改造しない
発火したり、異常作動をしてけがをするおそれがあります。

ケトル本体の底部や電気プレートを水につけたり、水に濡らしたりしない
ショートしたり、感電するおそれがあります。

ふたを開けたままお湯を沸かさない
湯沸かし中は、確実にふたを閉めてください。お湯が流れ出てやけどをするおそれがあります。

直火（ガス台や電気ヒーターなど）、電磁調理器（IH）、電子レンジなどに使わない
火災・変色・変形・故障の原因になります。

注ぎ口をふきんなどでふさがない
お湯がふきこぼれて、やけどをするおそれがあります。

子どもだけで使わせたり、乳幼児の手の届く所で使わない
やけど・感電・けがをするおそれがあります。

ケトルを傾けたり、ゆすったりしない
お湯が流れ出てやけどをするおそれがあります。

氷を入れるなどして保冷用に使わない
内臓の電気部品に水や露がつき、感電・故障の原因になるおそれがあります。

特に乳幼児には触らせない
電気プレート中央の接続部（金属部）やケトル本体接続部や電源プラグをなめさせない
感電やけがのおそれがあります。

MAX（満水）目盛り以上の水を入れない
水を入れすぎた場合、熱湯が飛び出すことがあり、やけど・感電・けがをするおそれがあります。

水につけない
感電・ショート・火災・故障の原因になります。

ケトルを転倒させない
お湯が流れ出て、やけどをするおそれがあります。

電源プラグのほこりなどは、定期的に取り除く
プラグにほこりなどがたまると、湿気などで絶縁不良となり、火災の原因になります。
電源プラグを抜き、乾いた布で拭いてください。

指示を守る

指示を守る

指示を守る

指示を守る

指示を守る

指示を守る

禁止

禁止

分解禁止

禁止

禁止

禁止

禁止

禁止

禁止

禁止

禁止

禁止

禁止

禁止

禁止

禁止

禁止

禁止

禁止

禁止

禁止

禁止

禁止

禁止

禁止

禁止

禁止

禁止

プラグ
を抜く

使用時以外は、電源プラグをコンセントから抜く
絶縁劣化による感電・漏電火災の原因になります。

電源プラグを抜くときは、電源コードを持たずに必ず先端の電源プラグを持って引き抜く
感電・ショート・発火するおそれがあります。

注意 空焚き禁止 本製品には空焚き防止機能が搭載されており、自動的に電源が切れますが、
故障や変色の原因となるため、空焚きは避けてください。

ふた
湯気吹き出し口

電気プレート

インジゲーターランプ

取っ手

電源スイッチ注ぎ口

接続部（金属部）

本体内側：容量目盛

最大目盛
（800mℓ）MAX

最小目盛
（150mℓ）M I N 購入時の注ぎ口についてい

る保護カバーは、ご使用前に
必ず取り外してください。

ご使用前に ケトルは、出荷前に水を入れて検品をしております。まれに、本体内に白い跡が残って
いることがございます。2～3回すすいだ後、お使いください。

② ケトルに必要な量の水を入れる

③ ふたを閉める
　 カチッと音がするまで閉めてください。

① 電気プレートを清潔で平らなところに置く

①水をMAX（満水）まで入れ、その中にクエン酸（40g程度）を入れてかき混ぜる
②ふたを閉めて沸騰させ、その後1時間放置する
③お湯を捨て、水で十分にすすぐ
④クエン酸のにおいが残る場合は、水だけで①～③を繰り返す

⑤ 電気プレートの電源プラグをコンセントに差し込む

⑥ 電源を入れる
　 取っ手上部の電源スイッチを押してください。加熱が始まるとインジゲーターランプが点灯します。
　  お湯が沸とうすると、電源ボタンが自動でオフになり、インジゲーターランプが消灯します。

※ふたがしっかり閉まっていないと
　湯沸かし中にふたが開いたり、お
　湯を注いでいるときにふたが開い
　てやけどをすることがあります。

④ ケトルを電気プレートにセットする
　 セットする際は、ケトル本体が安定していることを確認してから手を離してください。

● 初めてケトルを使用する際は、念のため最初の2～3回はすすいでからご使用ください。
● 電気プレートの上に本体を載せた状態のまま水を注ぐことはおやめください。
● ミネラルウォーターやアルカリイオン水を沸かしたときは、水に含まれるミネラル成分がケトル内
　 部に付着しやすくなります。
● 水を入れすぎた場合、熱湯が噴き出すことがあるため、MAX（満水）以上は水を入れないでください。
　 また、微量の水での使用はおやめください。空焚きの原因になります。
● 水以外のものは沸かさないでください。ふきこぼれ、故障の原因になります。

注意

注意

ON

OFF

ON OFF

インジゲーターランプ

電源オン

電源オフ

点灯

消灯

●取っ手以外のケトル本体および注ぎ口は非常に熱くなります。
　特に本体下部（　　  部分）は高温になるため触れないでください。
●沸とう直後にふたを開けないでください。
●ふたを開けるときや、注ぎ口から出る蒸気に触れないでください。

つづき

-やけどをするおそれがあります-

●使用後は、電源プラグをコンセントから抜いてください。
●使用後は、水垢の付着を抑えるため、お湯を残さずケトル内部を空にしてください。

●ケトル本体と電気プレートを水に浸ける、または水洗い
　するのは絶対におやめください。
●磨き粉や金属タワシ、漂白剤などを使用しないでください。
　傷がついたり変色したりするおそれがあります。

本体が冷めるのを待ち、柔らかい布で拭いてください。
がんこな汚れには、濡らした布に中性洗剤を含ませて
擦り、拭き取ってください。

本体外側のお手入れ

本体内側のお手入れ

汚れが落ちにくい場合はクエン酸を使う

水でよくすすいだ後、乾いた布などでしっかりと拭いてください。
内側に汚れが目立ってきたら定期的にお手入れしてください。
●本体内側の汚れ（白い浮遊物、虹色などの変色、白いはん点、赤さび状のはん点など）は、水に本来含まれる
　ミネラル成分の作用によるものです。衛生上問題はありませんが、ミネラル成分がたまると、湯沸かし中の
　音が大きくなる原因になったり、付着したミネラル成分が剥がれてお湯に混じることがあります。
　ミネラル成分を多く含む水を沸かしたときは、こまめにお手入れしてください。
●市販のケトル洗浄剤もお使いいただけます。

※内側のステンレス部分をお手入れする際は、柔らかいスポンジをお使いください。
　また、ステンレス部分は強く擦らないでください。

この度は、弊社の製品をお買い上げいただきまして、誠にありがとうございます。
ご使用前に必ず本「取扱説明書」をよくお読みのうえ、正しくお使いください。
お読みになった後はレシートと取扱説明書を一緒に適切に保管してください。

こんなとき 調べるところ 対処方法

お湯が沸く前に
電源が切れる

お湯がふきこぼれる

お湯が沸かない

インジゲーターランプ
が点灯しない

水が最低水位（MIN）より少なくなってい
ませんか？

電源スイッチが「ON」になっていますか？

本体が電気プレートに接続されています
か？

電源プラグがコンセントに確実に差し込
まれていますか？

電源プラグをコンセントに確実に差し込
んでください。

本体底部にある接続部を電気プレートの
接続部に差し込んでください。

さだくてしに」NO「、し押をチッイス源電
い。

本体を冷ました後、満水以下・最低水位以
上の水を入れ、電源を入れてください。水が満水（MAX）より多く入っていません

か？

SAMPLE


